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曲げ材に垂直な成分のみを描くと図３となり、せん断力図は図４となる。 

 

 

 

 

 

 

 

したがって、正答は２である。 

 

 

14QR0406 
問題  

図－１のような構造物に鉛直荷重Ｐが作用したときのせん断力図として、正

しいものは、次のうちどれか。ただし、全ての部材は弾性部材とし、自重は

無視する。また、せん断力の符号は図－２に示した向きを「＋」とする。 
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14AR0406 
解説 正答──４ 

トラス材と曲げ材が混在する骨組を合成骨組という。 

トラス材ＢＤは、両端ピンで中間に荷重を受けて

いないので、軸方向力のみが生じ、せん断力と曲

げモーメントは生じない。一方、曲げ材ＡＣには、

軸方向力、せん断力、曲げモーメントが生じる。 

図１のように節点符号を仮定し、図２のようにト

ラス材ＢＤで切断した下側においてＢ点回りのモ

ーメントのつり合いより、Ａ点の鉛直反力ⅤＡを

求める。 

ΣＭＢ＝－(ⅤＡ×２a )＋(Ｐ×a )＝０ 

∴ⅤＡ＝Ｐ ／２（下向き） 
 

曲げ材ＡＢ間のせん断力ＱＡＢはⅤＡと同じ値で、

向きは（↓↑）となるので符号は（－）となり 

 ＱＡＢ＝－Ｐ ／２ 

曲げ材ＢＣ間のせん断力ＱＢＣは外力Ｐと同じ値で、向きは（↑↓）となる

ので符号は（＋）となり 

 ＱＢＣ＝＋Ｐ  

したがって、正答は４である。 

せん断力図(Ｑ図)は図３となり、曲げモーメント図(Ｍ図)は図４となる。 
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